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機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報と注意事項については、ご使用のプラットフォームとソ

フトウェアリリースに対応したリリースノートを参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco FeatureNavigatorを使用します。Cisco FeatureNavigatorには、http://www.cisco.com/
go/cfnからアクセスします。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

プローブ要求フォワーディングの設定について
プローブ要求は、ServiceSet Identifier（SSID）の機能に関する情報を要求するためにクライアント
によって送信される 802.11管理フレームです。デフォルトでは、アクセスポイントは応答済み
の（acknowledged）プローブ要求をスイッチが処理できるよう送信します。応答済みの
（acknowledged）プローブ要求とは、アクセスポイントがサポートする SSIDのプローブ要求で
す。必要に応じて、応答済みの（acknowledged）プローブ要求および未応答の（unacknowledged）
プローブ要求の両方をスイッチにフォワードするようアクセスポイントを設定できます。スイッ

チは応答済みの（acknowledged）プローブ要求からの情報を使用してロケーションの精度を向上
できます。
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プローブ要求フォワーディングの設定方法（CLI）

スイッチ GUIを使用してこのタスクを実行する手順は現在利用できません。（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. wireless probe filter
3. wireless probe filter num_probes interval
4. end
5. show wireless probe

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：
Switch# configure terminal

ステップ 1   

アクセスポイントからスイッチに転送されたプローブ要求のフィル

タリングをイネーブルまたはディセーブルにします。

wireless probe filter

例：
Switch(config)# wireless probe
filter

ステップ 2   

デフォルトのフィルタ設定であるプローブフィルタリング

を有効にすると、アクセスポイントは応答済みの

（acknowledged）プローブ要求のみをスイッチに転送しま
す。プローブフィルタリングを無効にすると、アクセス

ポイントは応答済みの（acknowledged）プローブ要求と未
応答の（unacknowledged）プローブ要求の両方をスイッチ
に転送します。

（注）

指定された間隔のアクセスポイント無線ごとにクライアント単位で

スイッチに送信されるプローブ要求の数を制限します。このコマン

ドで次の引数を指定する必要があります。

wireless probe filter num_probes
interval

例：
Switch(config)# wireless probe
filter 5 5

ステップ 3   

• num_probes：指定された間隔のアクセスポイント無線ごとにク
ライアント単位でスイッチに転送されるプローブ要求の数。範

囲は 1～ 100です。

• interval：ミリ秒単位のプローブ制限間隔。範囲は 100～ 10000
です。
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目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードに戻ります。また、Ctrl+Zキーを押しても、グ
ローバルコンフィギュレーションモードを終了できます。

end

例：
Switch(config)# end

ステップ 4   

詳細なプローブ要求の設定を表示します。show wireless probe

例：
Switch# show wireless probe

ステップ 5   
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